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見臺洋一（第 2640地区ガバナー補佐・新宮ロータリークラブ） 

 
紀伊半島にある高野、熊野、吉野と呼ばれる霊場と、ひたすら歩いてきた祈り道が「紀

伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産にとうろくされた。その場所は、日本列島のほ

ぼ中央に位置している。 
 太陽、水、豊かな土――。山に囲まれた田や畑で米や野菜を作るには欠くことのでき

ないものである。農耕民族であったためだろうか、日本人は古代から、太陽、山。古い

大木、滝など、あらゆる自然を神として感謝し、崇めてきた。深い山々に包み込まれ、

自然に恵まれてきたこの地は、日本人に神々の存在を想像させたのだろう。古くから霊

場として位置付けられてきた。緑豊かな巨木が聳え、澄んだ風が吹き抜ける霊場は、喧

騒とした近代社会とは別の、落ち着いた雰囲気に満ちていて、心のふるさとというにふ

さわしい。 
 歩くしか方法がなかった時代、山を縫い、谷を渡る道がついた。それが今回世界遺産

に指定された参詣道・熊野古道である。アスファルトの舗装した道のように、思いのま

まに歩を進めることが出来ない道。この道は、単に点在する神社や寺を結ぶ手段ではな

く、道そのものが神々を気づかせてくれる存在なのだと思う。自己主張を許さない道を、

土の匂い、木々の放つ芳香、小鳥の鳴き声を体中に染み込ませながら歩いていく。汗と

疲れの彼方に、生きている自分を感じる。生かされているのだという実感とともに、歩

いていることが、ありがたくなってくる。 
 長い歳月を生きてきた樹々の間を歩いていると、この心地よさは「心を解き放つこと

ができた素のままの自分を発見した快感」だと気づく。古人が、長い日時を費やして参

詣した「蟻の熊野詣」。蟻のように連なって歩いた人々の、心の中が見えてくるようだ。 
 私は、訪れた人たちに言う。「皆さんが生きてこられた過去を、この場に置いてくだ

さい。性別、年齢、貧富、それらを全部捨ててください。頭で考えるのも止めて下さい。

今からは、足から伝わってくる自然を感じましょう」と。 
 悠久の営みが残る道は、私たちの暮らしのリズムからすれば非常に不便である。特に

「熊野奥駈け」と呼ばれる道は、原生の山の尾根を 7日間かけて歩く道である。険しい
岩場や、急峻な尾根が続く。 
 視界を閉ざす事のない山頂から望む眺めは、美の極致の凄みがある。果てしなく連続

する山並に、移りゆく日差しが描き出す青色の微妙な変化は、感嘆させずにはおかない

迫力と、尽きぬ魅力を湛えているのだ。「俺は生きている！」「ありがとう！」と大声で

叫びたくなるこの感動は、神を感じるほどに強烈である。 
 弘法大師が開いた高野、役の行者が開いた吉野、そして熊野本宮大社、熊野速玉大社、



熊野那智大社。これらの霊場に共通するのは、自然の中にあって人々を受け入れている

ということだろう。 
 
神仏と人との結びつきを象徴する祭りがある。2月 6日の夜に行われる新宮市神倉神

社の「お燈まつり」は、男の祭りといわれ、身を清め、白装束に身を固めた男達が腰に

荒縄を巻き、松明を手に神社への石段を登る。もちろん、神々に仕えるのは男ばかりで

はなく、女性たちが家庭で、参詣道で応援する。巫女という女性の存在も忘れてはなら

ないが、この祭りの主役は男達である。山上で火と煙に包まれた男達が松明を手に一斉

に駆け下りるという、素朴で勇壮な火まつりだ。その様子を「山は火の滝下り竜」とい

う。松明の炎の中で体験する「熱い」「煙い」に魅せられた男達が遠くからも参加して

いる。 
 7 月 14 日の昼に行われる那智勝浦町・熊野那智大社の「那智の火祭り」は、山の中
腹にある神社から 133 メートル直下する日本一の那智滝まで運ぶ扇を、燃え盛る大松
明を担いだ男達が石に円を描いて迎える、豪華で雅な火の祭りだ。山の斜面に陣取った

観衆が見守っている。余談だが、祭りが終ると、石段に落ちた松明の燃え残りの炭をわ

れ先に拾っていくので、あっという間にきれいになる。その炭を拾うといいことがある

という言い伝えがあるからだ。 
 諸霊を慰める高野山の「ろうそく祭り」は、奥の院から御廟までの参道が 10万本の
ローソクで埋め尽くされる。8 月 13 日、墓石群や杉木立が浮き上がるローソクの灯り
が幽玄の世界を描き出す。霊場ならではの趣だ。 
 
 水の祭りといえば、熊野速玉大社の「御船祭」で行われる「御船競漕」だ。総延長

185 キロの大河、熊野川の河口部で行われるまつりは、10 艘の早舟が、御船島を目指
して漕ぎ上がる勇壮な祭りで、生活を御船漕ぎ中心にして練習を重ねた若者達の真剣勝

負。夕陽に光る飛沫と掛け声に、水と共に生きてきた人たちの心意気を感じる。両岸を

埋める人たちの拍手と声援を受けて御船島を三巡し、お旅所に駆け込んだ男の雄叫びが、

拍手に包まれる。 
 熊野川は、川の古道でもあった。熊野本宮大社から熊野速玉大社までは川舟を利用し

たのである。何年か前のことだが、川舟を借り、手漕ぎで下ったことがある。両岸の景

色は視点が違うだけで新鮮だった。櫓と竿と櫂を使い分けた舟下りは予想以上に疲れた。

だが、神倉神社の裏に当たる千穂が峰の絶壁に突き当たる角度で下り、御船島を過ぎて

熊野速玉大社が見えたとき、平安時代の人たちの歓声を聞く思いがした。 
 
どの道を選んでも、どの霊地へ参拝しても、人それぞれに胸を打つ何かに出会える。人

の理屈など通用しないのがいい。ともかく歩を進めることだ。歩きつづけた結論として

「歩きましょうよ」そして「心を解き放ちましょうよ」と言いたい。それができるのが



「紀伊山地の霊場と参詣道」なのだから。 










